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光源 はCO2 レーザ- (10 flm,124meV前後 )､試料 はBaF2の (111)面上 に HotWall
Epitaxial成長させた薄膜結晶､配置はファラデー配置である｡測定結果を下図に示す｡
PbTeは n型 もp型 も四つの L点に等エネルギー面をもつために､当測定の場合一つのL点
では横方向の共鳴 (aに対応)が､他の三つの等価なし点では回転軸から20度傾いた面で




を入れて計算される.離れたバン ドの影響を拝動 として取 り入れた6バンドモデル日で計
算すると図 1の破線になる｡ n型では k.p摂動法は低温で実額値によくあっているもの
の､温度依存性は5分の 1ほども説明していない｡ p型では更に強い温度依存性が観測さ
れた｡その理由として､電子 一格子相互作用によりバン ド間の準轟 列要素が温度変化す
る可能性を検討 している｡ また､20K近傍でのNonparabolicityは､n型では計算とよく
合 うが､ p型では計算値の 3倍ほど大きい｡このことから､ p型では40テスラですでに6
バン ドモデル破綻 している可能性がある｡ p型では有効質量の温度依存性がnの2倍近 く
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図 2 p型 pbTeの有効質量の温度依存性
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